
○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 教育部学校環境整備課 直通電話番号 64 － 1393

小学校の校舎等の耐震化を促進するため、地震補強等
の工事を実施する。

草内小学校北校舎棟・南校舎棟（東側）耐震補強工事

事業内容

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 小学校耐震補強事業

予算額
新規・拡充
継続の別

継 続１２０，５５５千円



○ 目的

地震補強と住宅開発に伴う生徒増に対応するため、
校舎を再配置し、学校全体の整備を図る。

○ 事業概要

田辺中学校施設整備事業（第Ⅱ期）工事を平成２３年度
～平成２５年度の継続事業で実施する。

平成２４年度は、平成２３年度に引き続き、新管理棟の
建築工事を実施する。

平成２４年度予算額内訳 工事費 ４６４，５００千円
監理費 ２２，７００千円

担当所属名 教育部学校環境整備課 直通電話番号 64 － 1393

事業内容

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 田辺中学校管理棟新築事業

予算額
新規・拡充
継続の別

継 続４８７，２００千円



○ 目的

地球温暖化に伴う気温の上昇により、夏場における学校

施設の室温上昇が著しいことから良好な学校環境を整備す

るため中学校における空調設備の設置を行う。

○ 事業概要

・大住中学校空調設備設置工事

・培良中学校空調設備設置工事

設置場所

・普通教室

・特別教室

・管理諸施設（倉庫を除く。）

1393担当所属名 直通電話番号 64 －教育部学校環境整備課

事業内容

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 中学校空調設備設置事業

予算額
新規・拡充
継続の別

継 続２９２，３００千円



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 教育部学校環境整備課 直通電話番号 64 － 1393

近年の住宅において、トイレは洋式便器が一般的に
なっており、児童が和式便器の使用に抵抗を感じている
こと並びに和式便器は負傷している児童が使用できない
ことから、和式便器の一部を洋式便器に改修することに
よって、安全で快適な教育環境の整備を図る。

市立小学校の普通教室棟のトイレ１箇所ごとに和式便
器１箇所を洋式便器に改修する。

８小学校 （６０箇所）

事業内容

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 学校トイレ洋式化事業

予算額
新規・拡充
継続の別

新 規１５，０００千円



○ 目的

○ 事業概要

市内の幼児、児童、生徒が、個に応じた就・修学を行
うための指導・助言に取り組む。

医師・学識経験者・市立幼稚園及び小中学校の教職
員・児童福祉施設職員・関係行政機関職員等で構成する
委員により、発達検査、委員の資質向上・連携強化、特
別支援教育に対する理解を深めるための取組（講演会
等）、夏の地域学校・なかよしクリスマス会等の行事を
行う。

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 就学指導委員会事業

予算額
新規・拡充
継続の別

新 規３５７千円

事業内容

1392－担当所属名 教育部学校教育課 直通電話番号 64



○ 目的

○ 事業概要

新規

継続

予算額
新規・拡充
継続の別

継 続１５，３８６千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 学校図書館整備事業

事業内容

学校図書館の書架の整理、本の修復、親しみ易いレ
イアウト等の環境整備及び継続的な人員配置による新
刊図書購入、廃棄の相談・助言による図書館の充実、
教職員との連携による授業関連図書の準備等による図
書館を活用した授業の充実を図る。

学校図書室司書
小・中学校図書室司書 ４名
４名で小中学校１２校を担当する。

学校図書室用図書購入
小学校 ４，０９７千円
中学校 ２，４２９千円

－
－

1392
1393

担当所属名
教育部学校教育課

教育部学校環境整備課
直通電話番号

64
64



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

継 続

英語指導助手（ＡＥＴ）の配置

２０，０９９千円

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64教育部学校教育課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1392

・中学校生徒の英語教育充実及び外国文化の理解
・小学校児童の英語活動充実及び外国文化の理解
・幼稚園児との交流

・市立中学校における英語教育の充実や国際理解教育の推進を図るため、
（財）自治体国際化協会の協力のもとに「語学指導を行う外国青年招致事
業（ＪＥＴ）」により、英語指導助手（ＡＥＴ）を３名配置している。ま
た、市立幼稚園にも交流を広げ、英語活動の充実を図るため、中学校配置
の英語指導助手を派遣している。

・平成２３年度から新学習指導要領の実施に伴い、新教科として導入され
る「英語活動」の推進を図るため、（財）自治体国際化協会の協力のもと
に「語学指導を行う外国青年招致事業（ＪＥＴ）」により、英語指導助手
（ＡＥＴ）を全小学校５・６年生を対象に１名配置している。

小・中学校児童・生徒の英語活動・教育充実及び外国文
化の理解を図るとともに幼稚園児との交流を推進する。

市立中学校における英語教育の充実や国際理解教育の推
進を図るため、（財）自治体国際化協会の協力のもとに
「語学指導を行う外国青年招致事業（ＪＥＴ）」により、
英語指導助手（ＡＥＴ）を３名配置している。また、市立
幼稚園にも交流を広げ、英語活動の充実を図るため、中学
校配置の英語指導助手を派遣している。

平成２３年度から新学習指導要領の実施に伴い、新教科
として導入される「英語活動」の推進を図るため、（財）
自治体国際化協会の協力のもとに「語学指導を行う外国青
年招致事業（ＪＥＴ）」により、英語指導助手（ＡＥＴ）
を全小学校５・６年生を対象に１名配置している。



○ 目的

○ 事業概要

新規・拡充
継続の別

事業内容

継 続

情報教育推進事業

８１，０５７千円

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64教育部学校教育課

事業名

予算額

1392

・小中学校のコンピュータ機器の保守管理
・小中学校の情報教育の推進
・小中学校の教師の指導

市立小中学校における教師の指導やコンピュータの適
正な管理により、情報教育の充実を図るとともに、情報
教育コーディネーターによる学校へのサポート及び子ど
も安全連絡網の適正な運用管理を推進する。



○ 目的

本事業は、今後安定した学校給食事業の実施と豊かで

おいしい給食を児童に提供するために実施する。

○ 事業概要

平成２１年度に策定した「学校給食調理業務の民間委

託実施計画（平成２２年度から平成２４年度）により進

めており、平成２２年度から２４年度まで、毎年２校で

委託を実施し、市内９校中６校を委託いたします。

委託業務の内容は、調理、配缶や運搬食器等の洗浄や

消毒、残菜の処理等調理業務を委託するものです。

【委託実施の状況】

平成２４年度４月新規実施

草内小学校 松井ケ丘小学校

平成２４年度４月継続実施

大住小学校 三山木小学校 （平成２２年４月）

桃園小学校 田辺東小学校 （平成２３年４月）

－ 1393担当所属名 教育部学校環境整備課 直通電話番号 64

事業内容

予算額
新規・拡充
継続の別

８９，０３４千円 拡 充

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 学校給食民間委託事業



○ 目的

経済的理由により就学困難児童・生徒に対しその就学
の機会を保障するため、学用品費等を扶助するものであ
る。

国における、要保護児童・生徒に対する補助金制度が
拡充されたことに伴い、準要保護児童・生徒にも同様の
扶助を行いその就学機会の保障制度を充実するものであ
る。

○ 事業概要

小学校費 児童会費、ＰＴＡ会費の保護者負担部分に
ついて、国補助基準以内で扶助する。
児童会費については、各小学校毎に定めら
れた費用
ＰＴＡ会費については、各小学校毎に定め
られた費用

中学校費 生徒会費、ＰＴＡ会費の保護者負担部分及
びクラブ活動について、国補助基準以内で
扶助する。
生徒会費については、各小学校毎に定めら
れた費用
ＰＴＡ会費については、各小学校毎に定め
られた費用
クラブ活動費については、クラブ毎に生徒
全員が個々に用意する必要な用具等に係る
費用

－ 1932担当所属名 教育部学校教育課 直通電話番号 64

事業内容

予算額
新規・拡充
継続の別

１１，４４８千円 拡 充

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 要準要保護児童生徒就学援助費



○ 目的

小・中学校の理科教育における理科教材備品の充実を

図る。

○ 事業概要

理科教育振興法に基づく国庫補助事業を活用し、理科

学習の効率化を図る。

担当所属名 教育部学校環境整備課 直通電話番号 64 － 1393

事業内容

２，０９０千円予算額
新規・拡充
継続の別

継 続

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 理科振興備品充実事業



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名
教育部社会教育・
スポーツ推進課

直通電話番号 64 － 1394

近年の社会情勢の悪化や経済状況が厳しい中、保護者が
共働きをしなければならないこと、また核家族化が進み幼
い児童を保護する者がいないこと等により児童を一人で家
庭におくことは保護者にとって非常に不安があることか
ら、１日中家庭で一人になる夏期休業中について、対象学
年を拡大し児童の健全育成と子育て支援の充実を図る。

本市の留守家庭児童会は１年生から４年生を対象に、小
学校の放課後や夏休みなどの長期休業期間に、仕事などで
児童の面倒を見られない保護者に代わり、小学校の空き教
室や専用施設を利用し、市内８小学校区に設置している。

高学年の受入については、今回、留守家庭児童会に通級
している保護者を対象に実施したアンケート調査の結果を
踏まえ、まずは、夏休み期間において、入級希望者が多
かった北部地域での受入れを試行的に実施する。

開設場所については、施設備品や運動場など活動スペー
スが確保できることなどを勘案し、受入の環境が整ってい
る松井ケ丘留守家庭児童会と大住留守家庭児童会で実施す
る。

事業内容

予算額
新規・拡充
継続の別

拡 充１，９４２千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名
留守家庭児童会夏休み期間

5、6年生受入試行事業


